
で力を入れている 

副作用調査活動を体験してみませんか？ 

患者さんから薬の使用で有害事象の訴えがある･･･ こんなとき、あなたならどうしますか？ 
 

服薬指導は、薬剤師の臨床活動の最前線です。 

は、服薬指導で得た有害事象の情報を丁寧に調査しています。 

特に副作用が疑われる事例は、調査、分析、検討を行っています。 

中には新たな副作用を発見し、添付文書が改訂された事例も！ 
 

副作用をいち早く察知し、患者さんに安心して薬を使用してもらうための取り組みを 

あなたも体験してみませんか？ 

 【参加者の感想より】 
・病院実習の症例検討に近いものがあり、副作用モニター体験はとても勉強になった。 

・副作用を考える課程では患者さんの症状、病歴、薬歴など様々な情報を整理し、推測しなければなら

ない難しさはあったが、学んだ知識の活かし方を体験できた。 

・国家試験に出題される内容が多く、良い復習になった。 

・ミスを減らすために工夫していることや、患者さんへの関わり方など、自分が知っていた薬局とは違

うことも多く、薬剤師として働くビジョンが少し見えた気がした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社北海道保健企画  担当：山口 
〒007-0871 

札幌市東区伏古 11 条 1 丁目 1 番 35 号 

TEL      (011)782-0202  
e-mail  yakugaku@p-himawari.co.jp 

右記ＱＲコードをご利用ください 

  

スケジュール例 
13：40     東豊新道東駅集合 

14：00     東区ひまわり薬局到着 

14：10～14：50 東区ひまわり薬局の見学 

15：00～17：00 副作用調査活動体験    

17：00～    夕食懇親会  

 

参加対象  薬学部の 4・5・6年生 

開催日   ご希望の日を調整します 

場所    東区ひまわり薬局 もしくは 

      菊水ひまわり薬局 

お問合せ  下記連絡先に電話か e-mailで 

      ご連絡ください 
学校名・学年・お名前・連絡先 

（電話番号・e メールアドレス） 

をお知らせください。 

定員    ２名～３名で開催します。 

 

 

 

 

 
  

みなさまのお申し込みをお待ちしております!! 

mailto:yakugaku@p-himawari.co.jp

